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　この賞は詩人であり童謡作家の故・小黒恵子さ
んが設立した、「公益信託小黒恵子児童合唱音楽振
興基金」によって授与されるもので、年に１回、
全国の団体から1団体だけ選ばれます。八千代少
年少女合唱団の長年にわたる児童合唱音楽振興へ
の寄与、地域の文化活動への参加、海外公演によ
る国際貢献活動が評価され受賞しました。

　12月に開催される「コミュニティワールドカップ
サッカーin八千代」の期間中に韓国人選手のホーム
ステイの受け入れをしてくれるホストファミリーを
募集します。２人１組で受け入れをお願いします。
　依頼内容は、①大会会場への選手の送迎　②朝晩
の食事の用意　③ユニホーム
などの洗濯、です。引き受け
られる人、興味のある人は、
文化・スポーツ課 481-0305
へご連絡ください。

　　 ホストファミリーになりませんか
 コミュニティワールドカップサッカー in 八千代
募集
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▲尾崎のコスモス畑（9月中旬撮影）

▲８月29日に市長を表敬訪問

八千代少年少女合唱団
｢花とライオン児童合唱音楽賞｣受賞

ご一緒にお茶をどうぞ
　　　　　　　　  シルバー人材センター勝田台出張所「お茶日

び よ り
和」オープン

　八千代市シルバー人材センターでは、９月下旬か
ら勝田台中央公園の目の前（勝田台3-8-4）に出
張所を開設しました。地域の人々の集いと交流の場、
その名もサロン「お茶日和」。高齢者の皆さんの憩
いの場となり、交流の輪を広げていくお手伝いをし
ます。地域の人々の利用を通して、シルバー人材セ
ンターへの関心を高めるとともに、イキイキとした
地域づくりを目指します。
　オープンしている日時は、火曜・金曜日の週２回、
午前10時から午後４時までです。運営は、勝田台地

域の同センター会員がボランティアで担当します。
冷暖房完備、机、いす、ＣＤプレイヤーなどもあり
ます。お茶を飲みながらおしゃべりをしたり、囲碁
や将棋など趣味の交流で楽しいひと時も。地域の高
齢者を中心にどなたでも自由に利用できます（約20
人の利用が可能です）。
　今後、サロン「お茶日和」では、地域に密着して
会員のサークル活動や、また地域住民を対象にした
講習会、健康体操などを積極的に行います。問い合
わせは、同センター 484-4680へ

▲どなたでも気軽に立ち寄れるアットホームな雰囲気
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　やちよ蕎麦の会では昨年に引き続
き、管理栄養士を目指す和洋女子大
学の学生との共同開発で、蕎麦を使っ
た３つの新メニューを開発しました。
味・彩り・食材・栄養バランスを考
え尽くしたメニューを期間限定・数
量限定で販売します｡
　▶商品名／期間　①坦々風まろや
か豆乳ピーナッツそば／10月17日㈪
～23日㈰　②八

や
っちそば／10月24日

㈪～30日㈰　③スープカレーつけそ
ば／10月31日㈪～11月6日㈰　▶実
施店舗　さわ田茶家（萱田町595）　
486-3311、大島屋（村上1741-9）
484-2800、蕎麦セイジ（大和田新田926-8） 450-3033、きそば更

こうげつ
月（八千代台東6-23-7） 482-7077、

そば処寿
すみ よ し
美吉（高津団地1-17-103） 450-0478、そば喫

きっさ
茶去
こよろづや
万屋（大和田307-13） 482-2311、定休日・

営業時間、１日に提供する数量は各店舗へ問い合わせを　▶価格　３品とも1,100円（税込・全店共通）　▶問
い合わせ　八千代産学官協同ネットワーク運営協議会（八千代商工会議所内） 483-1771　　　（商工課）

▲坦々風まろやか豆乳ピーナッツそば ▲八っちそば ▲スープカレーつけそば

新ジャンルのファミリー蕎
そ ば

麦誕生！ 和洋女子大生とやちよ蕎麦の会が共同開発

▲10月４日にさわ田茶家で新メニューの発表会が行われました




